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順天堂大学　放射線治療学講座　教授  笹井 啓資

全国がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン全国がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン

　全国がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン合同フォーラム(FD・ポスターセッション)
　さる2014年1月21日東京大学山上会館で全国がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン合同フォーラム（FD・ポスタ
ーセッション）が開催されました。
ポスターセッションは選定された全国の15拠点が一堂に会し、その取組内容の現状を広く社会へ情報発信するものでし
た。本学からも参加７大学の取り組みの概要、各大学院コースおよびインテンシブコースの紹介、教育内容に関して発表
されました。
　FDでは放射線治療が取り上げられました。放射線治療はがんプロの重要な課題で、がんプロにより教育体制が整備さ
れてきています。しかしながら、まだまだ克服しなければならない問題点も多いためテーマとされたものと考えます。
放射線治療医、物理士など放射線治療教育関係者（48名）ばかりでなく、その他の幅広い分野からも54名、合計102名の
参加があり、熱心な検討が行われました。また、昼食時間中には日本で最も優れた放射線治療施設の1つである東京大学
医学部附属病院の施設見学会が開催され、内容の充実と最新機器に感銘しました。
　午前中は放射線治療第一線の指導者から放射線治療について解説がありました。まず京都大学平岡教授から基調講演
として放射線治療の現状と将来展望についての講演があり、引き続いて粒子線治療について北海道大学白土教授、医学物
理に関して大阪大学小泉教授、化学放射線治療の現状について山形大学根本教授、放射線治療の基礎である放射線生物と
その応用に関して近畿大学西村教授から基礎から最先端までの解説があり、参加者一同放射線治療の有用性と将来性を
理解しました。

　昼食後、笹井が放射線治療分野における｢がんプロ教育の現状｣について日本放射線腫
瘍学会・がん放射線治療推進委員会によるアンケート調査結果（主査  九州大学  中村准教
授）に関して報告いたしました。
　次にFDとして、参加者が各グループに分かれ「放射線治療医以外のがん治療医や他職種
が放射線治療医に求めること」「放射線治療大学院教育の現状と問題点」「医学物理教育
の現状と問題点」に関して討論後、その内容について発表がなされました。放射線治療の
教育、診療、研究を行う者として実りある意見を聞くことができました。今回の合同フォ
ーラムはすばらしい内容で私達放射線治療関係者にも、また放射線治療にあまり親しみの
ない医療関係者にも有意義な1日でした。関係各位に深く感謝しております。
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今後のスケジュール
順天堂大学　シンポジウム
テー マ「国際教養学のすすめ－グローバル時代を生き抜くがんプロフェッショナルの育成を目指して－」
特別講演：猪口 邦子　参議院議員、元軍縮会議日本政府代表部特命全権大使
　　　　　山本 忠道　駐ハンガリー特命全権大使、前ユネスコ日本政府代表部特命全権大使
2014年6月28日（土）13：30～16：00　順天堂大学 センチュリータワー　南8階　会議室

報 告報 告報 告
● 東京理科大学　がんプロ市民公開シンポジウム
　 テー マ「不治の病から切らずに治す時代への展望と問題点」
　  2013年11月29日（金）13：00～15：30　東京理科大学神楽坂キャンパス森戸記念館地下１階第１フォーラム

● 順天堂大学　講演会　テー マ「Notch研究の最前線～ショウジョウバエ研究から次世代抗がん剤の開発～」
　  講師：米国ベイラー医科大学　山本 慎也
　  2013年12月11日（水）18：00～19：30　順天堂大学センチュリータワー北3F 307教室

● お茶の水がん学アカデミア100回記念シンポジウム～病理・腫瘍学　教授就任10周年記念～
　 テー マ「がん研究とがん対策」
　  2013年12月14日（土）13：00～15：00　東京ガーデンパレス ２Ｆ高千穂

● 明治薬科大学　がんプロ国際シンポジウム
　 第1回講演：Role of the Drug Information Pharmacist at an Academic Medical Center
　  2014年1月8日（水）10：50～12：10　明治薬科大学清瀬キャンパス フロネシス棟8112教室
　 第2回講演：Intra-CSF administration of chemotherapy medications
　  2014年1月11日（土）14：00～16：00　明治薬科大学清瀬キャンパス 講義棟1 0 4号教室
　  講師：Michael Gabay, Pharm D
              Clinical Associate Professor, Department of Pharmacy Practice, University of Illinois at Chicago

● 連携大学ICT特別講義1　テー マ「病診薬連携と地域医療、MSW」
　  2014年1月16日（木）18：30～20：00　講師：島根大学　呼吸器・臨床腫瘍学　礒部 威 教授

● 市民公開講座　テー マ「遺伝情報を知ってがんの予防ができる時代がやってくる？」
　  2014年2月15日（土）13：00～17：00　順天堂大学センチュリータワー 南8階 会議室他

● 第2回臨床研究研修会（合宿）　
　テー マ「理想のがん医療・がん研究ができる未来を創出しよう！～多職種で学び、多施設連携を実現しよう！～」
　  2014年2月22日（土）～ 23日（日）　順天堂大学センチュリータワー 北6階 他

● 明治薬科大学　講演会　テー マ「がん薬物療法における薬剤師の関わり」
　  講師：長野市民病院　薬剤師　久保田 豊 先生
　  2014年3月8日（土）13：00～16：00　明治薬科大学清瀬キャンパス　101教室

　２月は、東京は記録的な大雪であった。種々のものが、キャンセルとなり、外出することもなく、自宅で思い
のほか、静かな勉学の時が与えられた。25年前の自分の文章に触れた。驚くべきことに基軸は、なんの進歩も
なく、ただただ、文章の語彙に肉付けが付いた程度である。「人間存在」の何たるかを、静思する時となった。
「文科省がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン採択事業」の2日間の研修会（順天堂大学）に出席し、
｢閉会の辞」で、｢対話学のすすめ｣を語った。「人材育成の原点」の気づきでもあった。「時代を動かすリーダ
ーの清々しい胆力」としての「人間の知恵と洞察とともに、自由にして勇気ある行動」（南原繁著の｢新渡戸稲
造先生｣より）の文章が思い出される今日この頃である。「国民の理想とビジョンをつくり出すのは、根本に
おいて教育と学問のほかにはない」（南原繁）。まさに「一点突破、全面展開」である。

下記のとおり大盛況のうちに終了いたしました。ありがとうございました。

編集長・広報委員長 樋野 興夫


